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1．はじめに
　中学年の外国語活動から高学年の外国語科へスムーズに移行

するためには、両者の違いを理解し、外国語活動での学習を外

国語科での学習に活かせるような指導をおこなうことが大切で

す。ここで、外国語科は外国語活動とどのような違いがあるの

か、再確認してみましょう。

2．「慣れ親しみ」から「技能の習得」へ
　外国語活動と外国語科の主な違いのひとつは、それぞれの目

標です。外国語活動では、外国語の音声や基本的な表現に慣れ

親しみ、外国語学習への動機付けを高めることを目指します。

一方、外国語科では、慣れ親しみにとどまらず、実際のコミュ

ニケーションで活用できる基礎的な技能を習得することが求め

られます。

　では、「慣れ親しみ」と「技能の習得」にはどのような違い

があるのでしょうか。『小学校外国語活動・外国語　研修ガイ

ドブック』（文部科学省, 2017, pp. 160 -161）では、次の

ように述べられています。

「慣れ親しみ」は、単元に設定されている様々な活動の中で、

その単元で使用するように設定されている語彙や表現を聞

いたり話したりしている児童の行動として捉えることがで

きる。一方、その語彙や表現を異なる場面でも使用できる

状態を、技能を身に付けている姿、すなわち習得している

状態と考えることができる。

　つまり、外国語活動では、活動を通じて外国語を使っている

という状態を作ることが目標であり、学習した語句や表現を後

で使えるようにする必要は必ずしもありません。一方、外国語

科では、学習したことを別の場面でも活用できるように、技能

を習得することが求められています。

　技能の習得のためには、繰り返しの学習が重要です。繰り返

しといっても、ただ練習のために機械的に繰り返すのではなく、

伝え合う目的や必然性のある場面を設定し、語彙や表現を聞い

たり話したりする言語活動を通じて指導します。また、ひとつ

の単元の中で繰り返すだけではなく、シラバス全体を通して繰

り返し同じ学習項目を段階的に取り上げる、スパイラルな学習

も効果的です。

　そのため、中学年の外国語活動で扱った簡単な語句や基本的

な表現について、高学年の外国語科でも繰り返し取り扱うこと

が求められます。その際、中学年での学習内容を、そのまま全

く同じように高学年でも繰り返すのではなく、語彙や表現を

平易なものから難しいものへと発展させていったり、異なるコ

ミュニケーションの場面で使用したりするなどの工夫によって、

より効果的な技能の習得につなげることができます。

3．音声から文字へ
　外国語活動と外国語科のもうひとつの主な違いは、扱う領域

が異なることです。外国語活動では、「聞くこと」「話すこと［や

り取り］」「話すこと［発表］」の 3 つの領域が設定されており、

音声面を中心とした指導をおこなうこととなっています。一方、

外国語科では、これら 3 つの領域に加えて、新しく「読むこと」

「書くこと」についても扱います。

　中学年では指導していない「読むこと」「書くこと」につい

ては、中学年ですでに扱っている「聞くこと」「話すこと［や

り取り］」「話すこと［発表］」と同じレベルでの技能の習得は

求めず、まずは慣れ親しませるところからはじめます。これま

で音声を通して十分に慣れ親しんだ簡単な語句や表現について、

発達の段階に応じて少しずつ「読むこと」「書くこと」の指導

をしていきます。

　また、中学年の外国語活動では「読むこと」「書くこと」に

ついて直接的には扱ってはいないものの、外国語活動のそのほ

かの領域や、国語科において、外国語科の「読むこと」「書く

こと」につながる指導がすでにおこなわれています。そのため、

「読むこと」「書くこと」についても、中学年との連携を意識し

て指導を進めていくことが大切です。その際、どのようなこと

に留意して指導をするとよいのか、学習指導要領に示されてい

る「読むこと」「書くこと」の目標を確認しながら、考えてみ

ましょう。

4．読むこと

目 標
ア　活字体で書かれた文字を識別し、その読み方を発音す

　　ることができるようにする。

イ　音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現

　　の意味が分かるようにする。

　外国語活動では、「聞くこと」の領域の目標のひとつとして、

「文字の読み方が発音されるのを聞いた際に、どの文字である

かが分かるようにする」ことが挙げられています。ここでの「文

字の読み方」というのは、a であれば /eｴ / といった、文字の

名称の読み方を指します。つまり、すでに中学年でも、英語の

文字の名称を聞いて、その文字を指さす、などといった活動は

中学年からの接続を考える特集
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おこなっているということです。これを踏まえて、5 年生の「読

むこと」の指導では、まずは文字の名称を聞いて識別するとい

う復習からはじめて、文字の名称を発音する活動へとつなげて

いきます。

　また、外国語科では、「聞くこと」「話すこと」の学習を通し

て音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現につい

て、イラストなどを頼りに読んで、意味が分かるようにするこ

とも目標となっています。文字で書かれた語句や表現の意味を

理解するためには、その語句や表現を、頭の中で音声化する必

要があります。そのため、外国語科では、文字の名称に加え

て、a であれば /æ/ といった、文字の音の読み方についても

扱い、文字と音を関連付けられるようにしていきます。そのた

めの指導について、学習指導要領では「児童の学習の段階に応

じて、語の中で用いられる場合の文字が示す音の読み方を指導

すること」と示されています。したがって、単に a という文

字の音が /æ/ や /eｴ / である、という文字と音との対応関係

を教えるのではなく、例えば apple という語の中で、a の文

字の音は /æ/ であるということを示します。その際、いきな

り apple という単語を読ませるのではなく、まずは、例えば

apple, animal, ant のように初頭音（単語の語頭の音）が同じ

単語を文字で示し、単語の音を聞かせたり、発音させたりする

などして、音と文字との結び付きへの気づきを促すところから

はじめ、少しずつ段階的に文字に慣れ親しませていくことが大

切です。

5．書くこと

目 標
ア　大文字、小文字を活字体で書くことができるようにす

　　る。また、語順を意識しながら音声で十分に慣れ親し

　　んだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことができ

　　るようにする。

イ　自分のことや身近で簡単な事柄について、例文を参考

　　に、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な

　　表現を用いて書くことができるようにする。

　3 年生の国語科のローマ字指導において、児童はすでにアル

ファベットの大文字、小文字を書くという体験をおこなってい

るはずです。しかし、文字を書く技能を身につけるのには時間

がかかり、定着度は児童によって大きく異なります。「大文字、

小文字を活字体で書くことができるようにする」というのは、5・

6 年生の 2 年間を通しての目標です。一度に A ～ Z、a ～ z

をすべて書けるようにするのではなく、少しずつ段階を踏んで、

丁寧に指導をしていくことが大切です。

　また、C, L, Q, X など、日本語のローマ字表記では用いられ

ない文字もあるため、十分触れさせてから書かせるなどの工夫

が必要です。

　さらに、3 年生の国語科では、「日常使われている簡単な単

語について、ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書

くこと」の指導がされています。ここでの「日常使われている

簡単な単語」というのは、人の名前や地名などの固有名詞を含

めた、児童が日常で目にする簡単な単語のことです。そのこと

を踏まえて、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な

表現を書いたり、書き写したり、という目標に向けては、My 

name is Ken. や I am from Hiroshima. など、国語科でも児

童が書いた経験がある可能性が高い、自分の名前や地域の名前

等をなぞったり書き写したりするところからはじめると、児童

への負担が少ないと考えられます。その際、現在の国語科で扱

うことの多い日本語のローマ字表記（訓令式）と、英語でよく

使われるローマ字表記（ヘボン式）は異なり、英語では例えば

Hirosima ではなく Hiroshima と表記することにも留意して

指導する必要があります。

6．まとめ
　高学年の外国語科では、中学年の外国語活動で音声面を中心

に慣れ親しんだことについて、異なる場面や状況でも使うこと

ができるよう、より発展的に学習をしたり、文字での学習につ

なげていったりします。そのため、中学年の外国語活動でどの

ような語句や表現を扱ったのか、外国語活動の担当教員に確認

しておくと、スムーズに高学年での外国語科の指導をはじめる

ことができます。

　次の 2 ページでは、中学年の外国語活動の指導を踏まえた、

5 年生の外国語科の授業の実践例や具体的な指導方法を紹介し

ます。

【参考文献】

文部科学省（2017）. 『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説　外国語活動・

　　　　外国語編』.

文部科学省（2017）. 『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説　国語編』.

文部科学省（2017）. 『小学校外国語活動・外国語　研修ガイドブック』.

5 年生になった子どもたちは、4 年生までの「外国語活動」からステップアップして、「外国語科」と
いう教科として英語を学習することになります。中学年から高学年の英語の学習にスムーズに移行する
ためには、どのようなことに留意して指導をおこなうとよいのか、改めて確認しましょう。
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乗富智子（のりとみ・さとこ）
金沢大学人間社会学域学校教育学類附属小学校教諭。金
沢市内の公立学校勤務を経て現職。
※所属は2025年3月末時点のもの。

1．はじめに
　5 年生の指導では、中学年での外国語活動の学習を踏まえ、

「聞くこと」の活動を重視しています。これまでに慣れ親しん

だ言語材料に繰り返し触れながら聞かせることで、児童が外国

語科の学習にスムーズに移行できるよう工夫することを心がけ

ています。本稿では、聞くことの指導として、Small Talk と

教科書のイラストを活用した指導について紹介します。

2．Small Talk の指導
　私は、いつも授業のはじめに Small Talk をおこないます。

Small Talk の指導では、児童同士が継続的なやり取りができ

るようになることを目指しますが、5 年生のはじめのうちは児

童同士のやり取りはおこなわず、聞くことを中心に指導し、段

階的にやり取りにつなげられるようにしています。トピックは

季節の話題、教師に関すること、単元の学習内容に関わること

など、児童が楽しんで聞くことができるようなものを選びます。

また、Small Talk の中にはこれまでに学んだ語彙や単元の学

習で必要となる言語材料を繰り返し使うようにしています。例

えば、5 年生のはじめの単元では自己紹介をすることが多いの

で、既習である食べ物の語彙や I like ～ . などを使い、これら

の言語材料に繰り返し触れられるように工夫しました。

　以下は Small Talk の例です。「好きな果物」を話題とし、果

物の飾り切りの写真を示しながら、教師の好きな果物について

話したり、児童の好きな果物について尋ねたりしました。

Do you like fruits? （果物の写真を指しながら）What’s this? 
Yes, it’s an apple. What’s this? It’s a melon. I like 
apples. Do you like apples? 
Look at this picture. （白鳥の形に切られたりんごの写真を示

す）Wow, it looks like a bird. It’s a swan. It is made of 
an apple. It’s very beautiful. I like apples. What fruits 
do you like? Oh, you like apples. Me, too. How about 
you?

　この Small Talk では、児童はさまざまな果物の飾り切りの

写真を見ながら、「すごい！」などと声を上げ、楽しんで聞い

ている様子が見てとれました。また、教師の問いかけに児童は

日本語で答えたり単語で答えたりしていましたが、教師が英語

で言い直したり、肯定的な言葉かけをしたりすることで、安心

して楽しんで聞くことができているようでした。

3．教科書のイラストを使った指導
　各社の教科書では、各単元のはじめにイラストを見ながら音

声を聞く活動が設定されています。音声を聞かせる前に、教

師はイラストについて児童に英語で問いかけながら、やり

児童が外国語科の学習にスムーズに移行できるようにするためには、中学年で慣れ親しんだ語句や表
現を繰り返し聞かせることが大切です。5 年生のはじめにおこなうとよい「聞くこと」の指導として、
Small Talk と教科書のイラストを使った活動を、乗富智子先生にご紹介いただきます。

中学年からの接続を考える　実践①特集

取りをします。以下は CROWN Jr. 5  Lesson 1 冒頭の

Panorama ページです。教室の様子が描かれたイラストの中

には、Let’s Try! で扱われている時間、曜日、文房具などの

語彙がたくさん盛り込まれています。

Look at this picture. Where is this? It’s a classroom. 
Can you find a clock? Yes, it’s on the wall. What time 
is it? It’s 10:30. （机の上のペンケースを指しながら）What’s 
this? Yes, it’s a pencil case. What color is this? It’s 
light blue. Do you have a light blue pencil case? How 
many pencil cases are there in the picture? One? 
Two? Yes, three pencil cases. Look at this pencil 
case.  What animal is this? It’s a dog.  This is Yumi’s 
pencil case. What is the boy’s name? Yes, he is Nick. 

　上記の例では、時計や文房具、動物の単語のほか、Do you 

have ～ ? の表現にも触れさせています。このように、5 年生

のはじめの段階では、中学年で慣れ親しんだ語彙や言語材料に

繰り返し触れさせることが大切です。また、教師が児童とやり

取りをしながら聞かせることで、段階的に児童がそれらの言語

材料を使って話す機会につながります。

4．終わりに
　私が 5 年生のはじめの指導で一番大切にしたいことは、児童

が「わかる」「できる」「やってみたい」と思うような授業をす

ることです。そのためには、聞くことを指導の中心に据え、段

階的に話すことや読むこと、書くことにつなげていくことが必

要だと考えています。デジタル教科書などの活用も有効ですが、

児童の実態に応じて、教師がゆっくり話す、強調する、繰り返す、

言い換えるなど、聞かせ方の工夫も重要になります。



5

俣野知里（またの・ちさと）
京都教育大学修士、関西学院大学博士課程単位取得満期
退学。京都市立小学校、京都教育大学附属桃山小学校で
の勤務を経て、2022年度より京都市立二条城北小学校に
て勤務。
※所属は2025年3月末時点のもの。

1．はじめに
　中学年の外国語活動で培った「聞く・話す」力をもとに、高

学年の外国語科では、「読む・書く」活動にも挑戦します。本

稿では、教科としての学習が始まる第 5 学年導入期の実践にお

いて大切にしていることをご紹介します。

2．児童の学びのあしあとを知る
　外国語科の授業について考える際、児童が外国語活動におい

てどのような学びを経験してきたのかを知ることを大切にして

います。中学年で使用する共通教材や年間指導計画、教科書会

社が作成している外国語活動と外国語科との連携資料等を参照

したり、可能であれば中学年の外国語活動を担当していた指導

者と情報を共有したりすることで、外国語科の学習を始める前

に児童の主な学びのあしあとを把握しています。また、学校の

ホームページの記事などを見て、過去の外国語活動の様子や活

動内容を確認することもあります。児童が外国語活動の学習を

通じてどのような表現と出合い、どのような活動を経験してき

たのかを知っておくことで、外国語活動の 2 年間での学びを第

5 学年からの外国語科の学びに活かしやすくなるからです。な

お、外国語活動と外国語科では、目標等が異なるため、それぞ

れの特徴について理解しておくことにも留意しています。

　また、児童が外国語活動の学習をどのように捉えているのか

について、児童の声を聞くようにしています。楽しかったこと

や難しかったこと、心に残っている学習等、さまざまな声があ

ります。それらの声からは、外国語科の学習を楽しみにしてい

る児童もいれば、すでに英語に苦手意識をもっていたり不安に

思っていたりする児童もいることがわかります。それぞれの思

いや考えは、授業をデザインする際にとても役立っています。

3．児童の学びをつなぐ
　外国語活動から外国語科への学びをつなぐために、Let’s 

Try! など、外国語活動で扱った教材・教具を再び活用すること

も一案です。

　外国語活動では表現の定着を第一のねらいとはしていません

が、外国語活動で使用していた教材の紙面等を示すだけで、児

童から「これ知ってる」「前にやったことある」等の声が聞かれ、

既習の学習内容を想起しやすくなることがあります。外国語活

動での学びが外国語科での学びとつながっていることを児童自

身も実感でき、安心して学習に取り組む様子が見られます。

　また、外国語科では学習者用デジタル教科書を用いた学習も

始まります。その機能は多岐にわたるため、何をどのようなと

きにどのように活用すれば有効な学びのツールとなるのかにつ

いて、児童自身が体験的に学ぶことができる機会を設定してい

ます。さまざまな学び方を身につけることで、児童自らが必要

外国語科の導入期である 5 年生のはじめでは、授業をデザインする際に、どのようなことを心がける
とよいのでしょうか。中学年の外国語活動での学びを活かし、外国語科での学習にスムーズに移行し
ていくために大切なポイントを、俣野知里先生にご紹介いただきます。

中学年からの接続を考える　実践②特集

感をもって学び方を選択することにつながっていくと考えます。

　外国語科の導入期だけに限ったことではありませんが、新た

な学びだけでなく、その前後の学びにも目を向けて学習内容の

系統性を把握するとともに、児童の声を聞いたり、注意深く様

子を観察したりすることで、授業への新たな視点を得ることが

たくさんあります。児童が小さな成功体験を積み重ねながら学

習を進めることができるよう、引き続き、児童の姿に学びたい

と考えています。

【参考 URL】

https://tb.sanseido-publ.co.jp/06cjpr/images/top/06CJ_pamph_2.pdf

CROWN Jr. 学習者用デジタル教科書の機能の例

速度を調整して音声を聞く

音声をたよりに、イラストと単語をマッチングする単語ゲーム
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　新年度がいよいよ始まります。外国語科や外国語活動の授

業を担当される方は、教科書や指導書などを読んで、新たな

スタートへのイメージを膨らませている時期かと思います。

　1 年後やこの先のめざす子どもの姿が決まれば、いよいよ

授業づくりです。私の場合、めざす子どもの姿の実現を支え

るための帯活動を考えることに時間を費やすことが多いです。

週 2 時間または週 1 時間という限られた時間の中で、どんな

活動を大切にしながら授業を展開すればよいのかを毎年悩ん

でいます。

　今回は、私が帯活動として続けている Small Talk につい

て紹介します。授業の展開としては、Teachers’Talk から子

どもたちへ英語でやり取りすることを促すことが基本の形と

なっています。子どもたちには Teachers’Talk とは言わず

に、「こまっトーク」という名前で伝えています。「こまっトー

ク」では、指導者や子どもがコミュニケーションで感じてい

る「困ったあるある」を、指導者同士、または子どもたちを

巻き込んで英語でやり取りをします。

　例えば、聞き手としての役割を確認したい授業のときは、「こ

まっトーク」は以下のように展開します。

T1：I went to Osaka yesterday.

T2：Oh, nice!

T1：I ate miso ramen.

T2：Oh, nice!

T1：It was very delicious!

T2：Oh, nice!

T1：（困った表情をする）

※ ALT がいない場合は、パペットを用いて一人二役で

　　Teachers’Talk を展開することもあります。

　こんなやり取りを展開すると、子どもたちは「話を聞いて

いる羽渕先生（T2）が悪い〜！」と言い始めます。「みんなだっ

たら、どんなやり取りになるの？」とペアで昨日したことに

ついて英語でやり取りすることを促す流れができます。

　「こまっトーク」では、指導者があえて悪い例を見せて、子

どもたちが英語を話すことへの心理的なハードルを下げるこ

とが期待できます。また、ふだんの授業での様子から困って

いる状況を課題設定することができるので、子どもたちも「あ

〜それ！あるある！」という共感から課題意識をもって「こ

まっトーク」以降の活動に取り組む様子が見られます。

Tips for Activities!

　子どもたちのやり取りの様子を見て、工夫していた点や難

しかった点を共有した後に、「ALT の先生ならどんな英語を使

うのだろう？」「教科書に出てくる○○は、どんな英語を使っ

ているのかな？」と問いかけます。すると、学習者用デジタ

ル教科書などを使いなが

ら、聞き手のコツを見つけ

ようと目的意識をもって

聞く活動に移ることがで

きます。その後には、見

つけたコツを黒板に書き

写すように指示をします。「こまっトーク」を軸に、聞くこと

や書くことにもリンクするような 45 分間の授業を展開する

ことができます。

　今回は高学年の外国語科の授業を想定していますが、もち

ろん中学年の外国語活動でも似たような活動を展開すること

ができます。指導者も子どもも、Small Talk はすぐにできる

ようにはなりません。日々の継続が力になるので、帯活動に

取り入れてみてはいかがでしょうか？

やってみよう

英語活動
英語でのやり取りをどのように子どもたちに促すか、悩まれている先生も多いのではないでしょうか。
子どもたちを自然にやり取りに巻き込む、Small Talk の方法をご紹介します。

帯活動、こんなん、どう？　〜 Small Talk への挑戦！〜 

Let’s play janken. 最初はグー！
「じゃんけんしよう。 最初はグー！」
　「最初はグー」は魔法の言葉です。あえて日
本語で言うのがおすすめです。話し手、聞き
手の役割を決めるときも「最初はグー」と指
導者から言われると誰もがじゃんけんをした
くなります。声を出すので、活動の入りとし
てもリズムがうまれます。

Nice talking with you. 
「話せてよかったです」
　意外と指導できていないのは、やり取りの
終わり方です。どうしても “Thank you!” ば
かりになってしまうので、いろいろな会話の
終わり方を伝えたいと考えています。

Classroom English

羽渕弘毅（はぶち・こうき）
西宮市立甲陽園小学校教諭。専門は英語教育学（小学校）、学
習評価、ICT活用。働きながらの大学院生活（関西大学大学
院外国語教育学研究科博士課程前期）を終え、全国での実践・
研究発表を行っている。自称、教育界一のオリックスファン。
※所属は2025年3月末時点のもの。

靴下？　いや、パペット？
同僚から頂いた沖縄土産の靴下
です。ALTがいないときは、第
二の相棒として活躍しています。

聞き手のコツの板書例



バトラー後藤裕子
（ばとらー・ごとう・ゆうこ）

ペンシルバニア大学教育学大学院教授、同校
TESOLプログラム・ディレクター。
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異文化理解から、文化的調和の理解へ➋
文化理解に基づいた動画やイメージ、ジョークなどが

たくさん出てきます。多くの日本人は和服を着ること

は稀ですし、いつも寿司や天ぷらを食べているわけで

もありません。こうしたものをあえて教材として使い、

日本に対する誤解を見つけることから始めて、児童生

徒が自分の中にあるほかの言語や文化への誤解に気づ

くきっかけにするというのもひとつの方法です。さら

に、クラスに外国にルーツがある児童生徒がいれば、

その国の文化紹介をしてもらうと、児童生徒の文化へ

の理解を高めることができます。しかし、その際、「○

○さんは××人だから、△△するものだ」といったよ

うな型にはまった理解をほかの児童生徒にさせないよ

うにする配慮が不可欠となります。

　第三段階で、多様性を認め、さらに積極的に多様性

を肯定するには、まずは自分の言語・文化を相対化さ

せることが大切です。やはり、その根底には、「違い」

ではなく、「同じ」人間としての尊厳を認め、尊重し合

うという態度が必要なのではないでしょうか。

　文化をどのように外国語教育の中で扱っていくのか

は、難しい問題ですが、言語教育の根幹でもあります。

リードの考えは、ヨーロッパをベースにしたものです

し、日本の学校でそのまま導入するには、他教科と合

体しながら一部を日本語で行うなど、工夫が必要でしょ

う。また、文化間の違いを固定的に認めているという

問題点もあります。ただ、出発点としての意義はある

でしょう。いずれにせよ、今までの「異文化理解」か

ら「文化的調和をめざす」といった視点をもち、同じ

人間として互いを思いやる気持ちをはぐくめるように

するカリキュラムや教材、指導が、これからの地球人

には不可欠のように思います。

【参考文献】

Read, C. (2022). Creating a model for intercultural competence 

in early years and primary ELT. In D. Valente & D. Xerri 

(Eds.), Innovative practices in early English language 

education (pp. 57 -79). Palgrave Macmillan.

　前回（ACE 第 10 号）は、リード（2022）の「文

化理解」のモデルの第一段階についてお話ししました。

文化を理解する出発点として、「違い」ではなく、「共

通点」に焦点を当てることの大切さを指摘しました。

今回は第二・第三段階についてです。

　第二段階で言語文化の比較を行う際の注意点は、ス

テレオタイプ的な「文化」の比較を避けることです。ユー

モアやジョークなども、そのおもしろさは、人々がもっ

ているステレオタイプ的なイメージに基づいたものが

少なくありません。教材に使われるイラストなども、

ステレオタイプ的なイメージを増長してしまうような

ものが多々あります。我々教師も、自分がステレオタ

イプ的な「文化理解」をしていることに気がついてい

ないことも少なくありません。

　インターネットを見ると、ステレオタイプ的な日本

段　階 年　齢

児童が自らの文化アイデンティ
ティーを発達させ、他人に同情
する能力などを養っていく過程
で、自らが属さない文化との比
較を行えるようにする。この
際、ステレオタイプ的な「文化」
の比較を避ける。同じクラスに
いる多言語話者の児童の文化な
どにもスポットライトを当てる
ことが大切である。絵本やプロ
ジェクト・ベースの活動を行い、
クリティカルシンキングを養
い、家族、友情、移住といった
ような社会的な問題への関心を
高める。

この段階では、批判的な目をも
ちながら、文化への理解を深め
る教材や活動に取り組み、自分
の言語・文化を相対化し、多様
性への理解を深める。インター
ネットやその他のテクノロジー
なども有効活用しながら、多様
な背景をもった友だちや人々
と、地球温暖化や移民など、グ
ローバルな問題について、意見
交換を行う。

第二段階

第三段階

小学校
中学年

小学校
高学年以降




